
 

六ヶ所村新庁舎建設基本計画（案）の構成について 

 
令和５年３月に「六ヶ所村新庁舎建設基本構想」を策定し、新庁舎建設に係る基本理念・基本方針や

新庁舎の機能、規模、位置、事業費等について基本的な方向性を定めた。 

今後、次の段階として、基本構想を踏まえ、新庁舎の機能や規模、建築計画、事業計画等をより具体

化に整理し、新庁舎の設計に向けた諸条件や事業手法の方針等を定める「基本計画」について、「六ヶ所

村新庁舎建設検討委員会」において、基本計画（案）について検討を行い策定することとなる。 

 

●構成について 

六ヶ所村新庁舎建設基本計画（案）の構成を以下に示す。なお、以下の構成は、今後の検討状況等に

応じて変更となる可能性がある。 

項目 主な内容・基本構想での関連内容 

1．新庁舎建設に係るこれまでの 

検討経緯 

1.1 これまでの経緯と議論 

1.2 建設地の選定について 

・基本構想の検討段階にて実施した検討委員会や各調査、ワークシ

ョップの結果、決定内容等を整理 

・基本構想にて選定した建設候補地（候補地 B 現本庁舎西側）、選定

理由等を整理 

2．基本理念と基本方針 

2.1 目指す姿 

2.2 基本理念と基本方針 

・基本構想にて検討した以下の「目指す姿」、「基本理念」、「基本方

針」を再整理 

➢ 目指す姿：未来をともに創り、世界とつながる六ヶ所村 

➢ 基本理念・基本方針： 

 

3．新庁舎の導入機能 

3.1 庁舎機能 

3.2 複合機能 

・庁舎機能の基本的な考え方を踏まえた具体的な機能の整理 

・職員や村民、民間事業者の意向等を踏まえた複合機能の抽出 

4．新庁舎の規模 

4.1 庁舎の規模 

4.2 複合施設の規模 

4.3 駐車場規模 

・基本構想での庁舎面積や駐車場面積、敷地面積（庁舎：3,647～

7,408 ㎡程度、駐車場：7,500 ㎡程度、敷地：30,000 ㎡程度）を踏

まえ、具体的な各機能の面積を検討 

・公用車車庫、外部倉庫等の付属建屋や複合機能、外構等も含めた

詳細な規模設定 

5．新庁舎の建築計画 

5.1 土地利用・配置計画 

5.2 平面計画・階層計画 

5.3 構造計画 

5.4 外構・景観計画 

5.5 建築設備計画 

・建設地における、庁舎・複合施設・外構等の配置計画 

・新庁舎及び複合機能の平面計画・階層計画 

・新庁舎の構造、構造形式 

・周辺敷地の状況に応じた外構及び計画の方向性 

・建築設備計画において必要な配慮事項 

6．事業計画 

6.1 事業手法 

6.2 概算事業費 

6.3 財源計画 

6.4 ライフサイクルコスト 

6.5 事業スケジュール 

・従来手法と官民連携手法の比較検討、最適な手法の選定 

・新庁舎の導入機能や規模、建築計画を踏まえた概算事業費 

・新庁舎建設準備基金条例に基づく基金や地方債、交付金等の整理 

・都市計画に係る手続や設計、建設等の条件を踏まえた供用開始ま

での事業スケジュール 

 

基本理念 基本方針 

あらゆる災害に備え、防災の拠点となる庁舎 
①防災拠点機能を充実させた庁舎 

②災害に強い庁舎 

まちづくり拠点となり、人々が集い憩う庁舎 
①住民サービスの充実を目指した庁舎 

②住民に開かれた庁舎 

効率性が高く、未来を見据えた庁舎 

①高度情報化に対応できる庁舎 

②環境にやさしい庁舎 

③行政事務を効率的に行うための機能を持った庁舎 

④機能的な議会運営を可能とする庁舎 

 

資料１ 


